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東京都小笠原諸島弟島のドロレス顎口虫

G"α肋0sわ'"ｃｚ”/0γCsノTubangui，１９２５

宮本健司↑白坂康郎§

(昭和53年３月ｌ７ｎ受領）

我が国には有赫顎口虫Ｃ"αｵﾉiOSZO,"αSPi7,Zge'Ｗ"'

０ｗｅ､，1836,ドロレス顎｢1虫G7zaZhosro7"αcJoJo7csi

Tubangui，１９２５およびロ本顎｢－１虫Ｇ"αｵﾉhosro"!α，zzP‐

１６０"Zcz("LYamaguti，１９４１の３種が認められている．こ

れまで剛辣顎口虫Ｃ"αZ/iosro"!αハiEPi(ん"LFedtsche‐

nko，１８７２として保存されていた標本と新たに豚から採

取した虫体を宮崎（1950）が初めて本邦におけるドロレ

ス顎口虫と記載したのに引き続き，森下（1951）もドロ

レス顎口虫と訂正した．

顎ロ虫症は人畜共通感染症の疾患の１つとされてい

る．これまでの人体寄生例はほとんど有練顎1-1虫の感染

であったが，ドロレス顎口虫の人体への感染の可能性を

考える報告もある（宮崎・石井，１９５２；磯部・佐藤，

1962).本邦におけるドロレス顎口虫の研究は宮崎(1950）

の成虫の記載に引き続き，宮崎・石井（1952ａ，ｂ)，石

井（1956）により第２中間宿主が決定され，その分布は

現在のところ静岡県以南の各地にわたっている（宮崎

ら，１９５３；山口・松尾，１９５４；石井，１９５６；磯部,1958,

1959；横川ら，１９５９；MiyazakiandKawashima，１９

６２).特に各地の猪は高い寄生率を示し，猪とドロレス顎

口虫の分布は比較的一致し，本来の終宿主であろうとさ

れている．

今回顎口虫寄生豚が発見された場所は東京都下の小笠

原諸島弟島である．この諸島は1945年以来長期間米国管

理下におかれ，弟島は狭い閉鎖環境の無人島である．現

在50～60頭の野性化した豚が棲息しているが，このうち

の１頭にドロレス顎口虫の寄生を認めたので報告する．

調査成績

１）宿主の由来

小笠原諸島にはペリー提督（1853）や幕府（1861～

1864）が豚を父島に放置した記録はある．しかし，その

後は豚の棲息は見られなかったが，1948年島民のために

サイパン島よりヨークシャー種豚１０頭を父島に導入し

た．その２～３年後に繁殖増加した豚の一部10頭をさら

に弟島へ放置したのが現在の野性豚の祖先である．

この弟島は周囲18kｍ，面積５ｋｍ２の無人島で，現在

野性化した豚が自然に繁殖して50～60頭棲息すると推定

されている．一方，父島では1966年飼育中の豚が屠殺さ

れて以来，養豚は全く行なわれていないことが島民から

の聞き取り調査の結果確認された．

２）虫体の形態学的所見

1973年５月17日，父島島民が食用のために弟島へでか

け１頭の経産豚（体重４０kg）を捕獲した．この豚を解

体した後，屠畜検査の際，胃壁および胃腔内より虫体を

検出した．解体時虫体への注意が無かったため，雄２，

雌１（Fig.１）を除いて破損していたが合計21匹回収さ

れ，これらは10％ホルマリン液で保存された．完全な虫

体３匹の形態所見は，頭端に頭球を備え(Fig.２)，その

側面には鉤列８～９を数えた(Fig.３)．口唇は２個で，

それぞれに１対の乳頭を認める(Fig.４)．体表全面には

皮純が密生する．この皮赫の先端は，頭球に接する虫体

前端部で４～５歯に分岐し，その中央歯は両側歯より長

い(Fig.６－１）.次いで虫体前半部では３歯に分岐し同様

に中央歯が長い(Fig.６－２）.虫体中央部では分岐が不規

則である(Fig.６－３）．しかし虫体中央部より尾端の皮疎
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Ｆｉｇ・ｌＡｆｅｍａｌｅｗｏｒｍｏｆＧﾉzα/hosZD"zacZoﾙﾉｰCs/、

Ｆｉｇ２Ｔｈｅｈｅａｄ－ｂｕｌｂｏｆａｆｅｍａｌｅｗｏｒｍ（lateralview)．

Fig.３Thespinesofhead-bulb（enlargementofFig、２)．

Ｆｉｇ４Ｔｈｅｈｅａｄ－ｂｕｌｂａｎｄｌｉｐｓｏｆａｆｅｍａlｅｗｏｒｍ（bird,s-eyeview)．

Ｆｉｇ．５ＡｎｅｇｇｏｆＧ．‘oJo7csL

TablelMeasurementsoftwｏｍａｌｅｓａｎｄａｆｅｍａｌｅｏｆＧ"αZ/JCS/oﾉ"ａｍｏ/o/Ｕ,Ihifound

fromthewildswinecapturedinBoninlslands，Tokyo，Japan

ＷｏｒｍＮｏ． Ｎｏ．１（Male）Ｎｏ．２（Male）Ｎｏ．３（FemaIe）

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｂｏｄｙ

Ｗｉｄｔｈｏｆｂｏｄｙ

Ｌｅｎｇｔｈｏfoesophagus

Rowsofhooksonhead-bulb

Lengthofhooksonhead-bulb

Lengthofcuticularspines

anterioエｅｎｄ（6-1）

anterlorpart（6-2）

middleｐａｒｔ（6-3）

posterlorpart(6-4）

Spicule，left

Spicule，right

Sizeofeggs（ｍｅａｎ：３１）

1７．５ｍｍ

1.7

２．８

８

０．０２５

1６．７ｍｍ

1.4

３．２

９

０．０２５

2０．０ｍｍ

Ｌ７

４．７

９

０．０２５

０．０４－０．０５×０．０２

０．０９５×０．０２

０．０７×０．０２

０．０４－０．０５×０．００５

3.024

0.582

２．８１

０．７４

０．０５７±０－００２×０．０３２±0．００２

では分岐しない(Fig.６－４）.体幅は頭端より尾端に向っ

て約'/3まではやや細く，以後太くなる雄尾端は腹側に

屈曲，この先端に４対の乳頭を備え，また長短２本の交

接刺を認める．虫体各部位の計測値はＴａｂｌｅｌに示した．

胃壁に寄生する虫体は，組織内に頭部を穿入させ，尾部

を５～９ｍｍ胃腔内に突出させる．この寄生部位の組織

（２２
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□(iJiiil
高く好適な終宿主であると考えられている．しかし，豚

しか棲息していない弟島で本種顎口虫が20年以上もその

生活史を維持していた事は，豚もまた好適宿主になり得

る事を示唆する．

今回検出された顎口虫は，父島から移動した豚に長期

間寄生していたものか，または本種顎口虫が弟島に土着

して新感染を起こしたものかは現在は不明である．しか

し弟島へ放置した豚は，父島で繁殖増加したもののうち

の10頭であって，直接サイパン島から搬入した豚ではな

い．この捕獲された豚は体重40ｋｇの経産豚で３～４歳

と推定された事や，また豚放置後20年以上経過して本種

顎口虫を発見した事などから，弟島には顎口虫が土着

し，新らしく繁殖した野性豚が終宿主となって感染が継

続しているものと推測される．

ドロレス顎口虫の生活史の解明に関しては宮崎・石井

（ｌ９５２ａｂ)，石井（1956）の研究が知られ，第１中間

宿主はMBsoQycZoPsZe"たα〃i，Ｅ"cUvcZo'ｓｓｅｒ'一'イルZWs，

CycJ”ssr7e""s，ｑﾉcZOPsUiα""ｓの４種のケンミ

ジンコ，自然界での本来の第２中間宿主はプチサンシ

ョウウオおよびベッコウサンショウウオとされている．

またMiyazakiandKawashima（1962）はサキシマ

ハブを第２中間宿主として追加した．しかし，小笠原諸

島にはこれら第１，第２中間宿主の棲息は不明である．

津山・浅海（1970）によると，当諸島にはウシガエル，

オオヒキガエル，オガサワラトカゲ，オガサワラヤモ

リ，オオグロヤモリの分布が見られる．したがって本種

顎口虫が土着しているとすれば，これらのうちいずれか

が中間宿主として役立っていると考えられる．しかしこ

れら中間宿主の問題に関しては今後の研究に待ちたい．

これまで本種顎口虫の分布が確認された国は，フィリ

ピン（Tubangui，1925)，インド（Maplestone，1930)，

日本（宮崎，１９５０；官崎ら，１９５３；森下，１９５１；山口・

松尾，１９５４；磯部，1958,1959；磯部・佐藤，１９６２；横

川ら，1959)，マレーシア（Sandosham，1953)，ベトナ

ム（Le-Van-Hoa，１９６４；Ｌｅ－Ｖａｎ－ＨｏａｅＺａＪ，1965,

1967；Ngtlyen-Van-Ai,1965)，タイ（ＤｉｓｓａｍａｒｎｅＺ

ａム1966)，ニューギニア（Miyazaki，１９６８；Talbot，

1969)，台湾（Chiu，１９５９；ＣｈｉｕａｎｄＬｉｎ，1974）であ

る．今回本種顎口虫の発見された弟島へはサイパン島よ

り豚が移入された．このことを併せ考えると広く西大平

洋上の各諸島にもドロレス顎口虫の分布が推測され，非

常に興味ある問題である．

6-1

6-2 三
三
［
．
□

Ｗ|口6-3

爪１１１１6-4

Ｆｉｇ．６Theshapesofthecuticularspines

(Nq3specimen）of

anteriorend（underthe

head-bulb）ｏｆbody． （6-1）

anteriorpartofbody． （6-2）

middlepartofbody． （6-3）

posteriorpartofbody． （6-4）

は，虫体を中心に肥厚（22×17×10ｍｍ）していた．

３）虫卵

雌虫体より取り出した虫卵は楕円形で，無色の卵殻と

両極に薄い卵殻からなる栓様構造を備える．卵内容は単

細胞を示す（Fig.５）．

考察

東京都小笠原諸島弟島で捕獲された豚の胃より顎口虫

を検出，虫体および虫卵を検討した結果，ドロレス顎口

虫の特徴と一致したので同種と同定した．これまで小笠

原諸島より本種の記録が無く，今回が初めての報告とな

る．ドロレス顎口虫の豚からの検出は，宮崎（1950)，

磯部（1958,1959)，磯部・佐藤（1962）が東京都およ

び熊本県下の屠殺場から記録しているだけで，しかも猪

に比較して寄生率も低い．一方，猪からの記録は，静岡

県以南および以西の各地に広く分布が見られ，寄生率も

（２３）
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おわりに

東京都小笠原諸島弟島で1973年５月に捕獲された１頭

の野性雌豚の胃から顎口虫を検出し，ドロレス顎口虫

(Ｇ７ｚａＺﾉbosZomaaoJoγesiTubangui，1925）と同定した．

本種顎口虫はこれら諸島からは初めての記録である．

稿を終るに当り，御校閲を賜わった旭川医科大学寄生

虫学教室久津見晴彦教授に深謝の意を表すとともに，種

々御助言を戴いた九州大学医療技術短期大学部医動物学

研究室川島健治郎教授に謝意を表する．また小笠原諸島

父島の豚に関する資料収集に御協力を戴いた小笠原支

庁，瀬堀エーブル氏，小笠原復興課，長谷川馨氏に感謝

する．
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i Abstract i
I I

A NEW RECORD OF GNATHOSTOMA DOLORESI TUBANGUI, 1925

FROM A WILD SWINE IN OTOTO-JIMA OF BONIN

ISLANDS, TOKYO, JAPAN

Kenji MIYAMOTO

(Department of Parasitology, Asahikawa Medical College, Asahikazva, Japan)

AND

YASURO SHIRASAKA

(Sanitation Inspector of Tokyo Metropolitan Government, Tokyo, Japaii)

Twenty-one adult worms of Gnathostoma doloresi were collected from a wild swine

captured in Ototo-jima of Bonin Islands, on May 17, 1973. This is a new record of this

species on the island of Ototo-jima. The swine were imported from Saipan Island to Chichi-

jima in 1948 and 10 offsprings of them were turned out to an uninhabited island, Ototo-jima,

around 1951. At the present time, more than 50 wild swine have lived in this island. It is

difficult to be sure that the amphibians and reptiles in this island did play an important role as

the 2nd intermediate host of G. doloresi. However, the fact that the adult worms of this

species have been found from a wild swine suggests that G. doloresi may have been distribut

ed in the south pacific areas including Saipan Island from which this species have originated.

( 25 )




